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近 況 報 告   
この機関誌も第4号を数え、今春入ゼミ生で8期生を迎えることになります。今年卒業  
する5期生まで含めると、現在の卒業生は35名（自発的留年の平井君と浅井君を除く）に  








結婚し、伊藤みゆきさんになりました。   
今春入ゼミする9名が卒業する3年後には卒業生は63名に上る予定です。  
さて、私もこの3年間で、以下の1～3冊まとまった本を出すつもりでおります。   
①1冊目は、すでに有斐閣と交渉中で、うまく行けば来春「アルマ・シリーズ」の1  
冊として書店に並ぶはずです。1、2回生向きの国際経済学の教科書（仮膚『グロ  
ーバル ・エコノミー』）で、いま人選でモメています。   
② 2冊目は、私の恩師である伊東光晴教授が岩波書店にもちかけたそうで、某財団か  
らの補助金を申請しているらしいプロジェクトで、「反新古典派近代経済学」のテキ  
ストです。私たち以降の世代の若い研究者で組織されています。   
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一つでも一緒にやってくれると、助かるのですが。   
先程述べた3っのプランは、いずれも皆さんに対して公約する段階ではありません。ど  
こまでプランが進行し、どれが公約として実現可能かは、次回の機関誌における近況報告  




にはこれまでの集大成である『ケインズと世界経済』（岩波書店，￥5，400）を上梓しました。   
前者には、新聞等で署名入りの好意的な書評が3本掲載されました。伊東光晴教授（『毎  
日新聞』1999年10月10日）、内海字教授（『日本経済新聞』1999年11月28日）、入江恭  




論』に、それぞれ今春書いて下さることになっています。   
私信でもいくつかも「大物教授」からのコメントをいただきましたが、小宮隆太郎教授  
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